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5戦までを終えて、3度の表彰台フィニッシュ
しかし、ほんのわずかな歯車の狂いが
手が届きそうな勝利を遠ざける──
それでも、チームが諦めることはない
この逆境こそが、王者をさらに強くする
胸に宿るチャンピオンの誇りをかけて、反撃の狼煙が上がる
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次生監督が各チームを繋ぐハブの役割を果たす
キーマンになっていくと感じています

わざサーキットまで観に来てくださっているの

に、我々の『誇り』をしっかり見せられるレース

をしないと申し訳ない」という話をしました。

　これが思いのほかスタッフの心に刺さったよう

でした。その富士でセットアップも決まり始め、

行けるのではないかという手応えと勢いを作れた

ことが、次の鈴鹿での勝利に繋がったのです。

　第 5 戦鈴鹿での 23 号車の勝利、スポーツラン

ド SUGO で 24 号車が挙げた劇的な勝利、そし

て最終戦も含めて、今シーズンに繋がる良い終わ

り方ができたと思います。苦しい時期を乗り越え

て、ドライバー、チーム、エンジニアのコミュニ

ケーションの歯車が噛み合い始めたという実感が

ありました。

NB：そして 2026 年、SUPER GT は 3 台体制

という新たな布陣で挑みます。4 台から 3 台へ

の集約、この戦略的な真意を教えてください。

真田：今年は、正直に言ってかなりいい戦いが

できると思っています。まず大きなトピックは、

松田次生さんが 23 号車の監督に就任したことで

す。彼はまだ現役のレーシングドライバーで、常

にレース勘を磨き続けています。それに、彼は

NISMO のドライバーとしてだけでなく、TEAM 

IMPUL でも、KONDO RACING でも戦ってき

た経験があり、全チームのスタッフと現役時代か

ら培ってきた深い信頼関係がある。

　台数としては 4 台から 3 台になりますが、そ

の分、日産陣営としての横の連携をこれまで以上

に強めます。特に 24 号車がブリヂストンタイヤ

を履いて新しいチャレンジを始める今シーズン、

次生さんが各チームを繋ぐハブの役割を果たして

くれる。彼がキーマンになっていくのではないか

なと、私は感じています。

NB：開発面での手応えはいかがでしょうか。

真田：GR 勢によって一方的に押されている悔

しさのなかで開発を進めていた 2026 年仕様が、

非常にいい仕上がりです。重要なのは、単に速く

なったというだけでなく、改善の理由をドライ

バーとエンジニアが理解し共有できていることで

す。だからこそ、開幕ギリギリまで緻密な開発を

非常に記憶に残る 1 年になりました。ただ、正

直に申し上げれば、序盤戦はかなり苦戦しました

ね。各チームの雰囲気もライバルに対して“絶対

に行けるぞ”という確信、あるいは自信を持ち切

れていない印象がありました。そんななかで、自

分にできることは何かを自問自答していました。

NB：チームの空気が変わったきっかけがあった

のでしょうか。

真田：明確なターニングポイントは、第 4 戦の

富士でした。スプリントレースが行われた週末、

私はチームのスタッフと「せっかくお客様がわざ

GT500クラスは3台体制へ
集約がもたらす連携

N-BLOOD編集部（以下NB）：今季のモー

タースポーツ参戦体制などについてうかがいたい

と思いますが、まずは昨シーズンの SUPER GT 

GT500 クラスを振り返っていただけますでしょ

うか。それぞれ光る走りを見せた場面もありまし

たが、真田 CEO の目にはどう映っていましたか。

真田裕（以下真田）：昨年は、私が NMC の CEO

として初めてともに戦ったシーズンでしたから、

進めていくことができます。2025 年はセパンの

テストで良くても、開幕してみると苦しい場面が

ありました。今年はそこが根本的に違います。

NB：今シーズン、それぞれのチームに期待する

ことを教えてください。

真田：まず TEAM IMPUL ですが、星野一義総

監督からは、毎レース多くのことを学ばせても

らっています。星野さんは常に『お客様があって

のレース』という視点なのです。『お客様に喜ん

でもらって、楽しんで帰ってもらわないと意味が

ない。そうじゃないとプロではない』と。平峰選

手やバゲット選手の、挙動を見ただけで「あ、イ

ンパルが来た」と分かるアグレッシブな走りは、

まさに“星野イズム”を体現しています。今年も

トップを狙うだけでなく、お客様を熱狂させる走

りを見せてくれるでしょう。

　NISMO に関しては、日産のエースとして背

負っているものが大きいです。千代選手と高星選

手のタッグは、私が見る限りさらに強固になりま

した。昨年の第 5 戦での勝利以降、特に高星選

手が自信をつけてきている印象があります。ミー

ティングでの発言も、声のトーンも、メンタルが

非常に安定しているように見えました。

　KONDO RACING には、新たに島田エンジニ

アが加わりました。島田さんは去年まで 3 号車

を率い、ブリヂストンタイヤとのマッチングを磨

き上げてきた人です。この島田さんのノウハウは、

リモート会議をしていますが、彼はものすごく悔

しがっています。「クルマは間違いなく速いのに

勝てない、戦略負けした」と。

　たとえばマイアミでは、天候の読みがわずかに

外れて好成績を逃してしまった。しかし、ジェッ

ダでの 2 戦目ではわずか 1 日でセットアップを

修正し、予選・決勝ともに速さを発揮することが

できました。あとは、1 勝を挙げることができれ

ば、歯車がガチッと噛み合って一気に勢いに乗れ

る。その自信はあります。

　オリバー選手も 2 年連続のドライバーズタイ

トル獲得に向けて本気モードです。ダイエットを

して、アスリートとして極限まで仕上げてきてい

ますので、中盤戦に向けてぜひ期待していただき

たいですね。

NB：今年の東京 E-Prix は、ナイトレースにな

ります。これまでの東京 E-Prix と比べると、ナ

イトレースは条件がまったく違うと思いますが、

そのあたりへの対処はどうされますか。

真田：我々にとって東京はホームレースです。ト

マソもオリバーも、東京で勝つことが最大の栄誉

だと考えています。表彰台の真ん中で日の丸を掲

げ、君が代を響かせたい。そのために、パリの拠

点では最先端のシミュレーターを駆使し、あらゆ

る温度・湿度条件を想定したシナリオメイキング

を行っています。タイトル争いの中心にオリバー

がいる状態で東京を迎えられたら、これほど最高

CEO Interivew

日産モータースポーツ＆カスタマイズ株式会社
代表取締役社長兼最高経営責任者

真田 裕

SUPER GT GT500クラスの3台体制への集約
フォーミュラEでの王座防衛
そして話題を呼んだ「AURA NISMO RS Concept」──
就任から間もなく1年、陣頭指揮を執る真田裕CEOに
これらの取り組みとファンへの想いを聞いた

お客様に対して最高の結果と
最高のクルマを届けたい

近藤監督にとって重要なサポートになるのではな

いかと期待しています。

　全体を見れば、どのチームにも勝ってほしいと

いう気持ちですが、星野さんは常に『23 号車を

追い抜け！』と闘志を燃やし、若手がそれに食ら

いつく。この健全な競争心が、日産陣営をさらに

強くしてくれるはずです。やはり 23 号車が勝つ

と、私たち NMC はもちろん、日産自動車グルー

プの社員に与える心理的な影響も大きいので、千

代選手にも高星選手にもしっかり頑張ってもらい

たいですね。

NB：柳田さんがエグゼクティブアドバイザー、

ロニーさんが NISMO アンバサダー兼アドバイ

ザーとして、サポートにつくのも大きいですね。

真田：彼らは複数回のチャンピオンを獲得した実

績があり、人気もあります。このふたりに松田さ

んを加えた三人衆が日産陣営にいてくれること

が、とても心強く感じています。3 チームと合わ

せて、SUPER GT のレースを面白くできる要因

になると思いますね。

王座防衛のシーズンとなるFE
東京大会では勝利を狙う

NB：タイトル防衛のシーズンとなるフォーミュ

ラ E についてもお聞きします。今シーズン序盤

戦を、どうご覧になっていますか。

真田：トマソ・ヴォルペ監督とは 3 日に 1 回は

思うようにいかない苦しさ
も味わった2025年。2026
年のSUPER GT GT500ク
ラスは3台にリソースを集
中して、王座奪還を期す。
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